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さ
あ
ノ
、
、着
い
た
ぞ
早
く
こ
い
 

先
頭
手
を
振
り
待
っ
て
い
る
 

み
ん
な
明
る
い
に
こ
ノ
、
顔
で
 

元
気
は
つ
ら
つ
輪
を
つ
く
り
 

仲
よ
く
遊
ぎ
し
ま
し
よ
う
よ
 

こ
っ
ち
は
ボ
ー
ル
の
投
げ
あ
い
だ
 

い
つ
の
間
に
や
ら
も
う
お
昼
 

母
さ
ん
お
に
ぎ
り
あ
り
が
と
う
 

と
っ
て
も
お
い
し
い
腹
ぺ
こ
だ
 

お
や
つ
も
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
る
ぞ
 

今
日
は
楽
し
い
遠
足
だ
 

澄
ん
だ
空
に
は
白
い
雲
 

葉
っ
ぱ
が
色
づ
き
心
は
秋
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① （昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

米
や
り
ん
ご
な
ど
、
農
産
物

の
集
約
化
を
目
的
と
し
た
一
市

四
町
に
ま
た
が
る
「
津
軽
中
央

広
域
農
道
事
業
」
は
、
総
事
業

費
約
十
三
億
円

（見
込
額
）
で

四
十
九
年
度
か
ら
四
カ
年
計
画

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

「
広
域
農
道
」
事
業
は
、
板

柳
、
鶴
田
、
五
所

川
原
、

金

木
、
中
里
を
縦
断
す
る
基
幹
農

道
を
整
備
し
、
市
浦
、
小
泊
両

村
を
包
含
し
た
北
津
軽
の
「
広

域
営
農
団
地
」
化
を
め
ざ
す
も

の
で
、
集
落
か
ら
圃
場
へ
、
圃

場
か
ら
農
業
倉
庫
へ
、
倉
庫
か

ら
消
費
地
（
と
農
畜
産
物
の
生

産
と
流
通
の
合
理
化
を
は
か
る

も
の
で
す
。
 

計
画
に
よ
る
基
幹
農
道
は
、
 

巾
員
平
均
八
・
五
〇
り
M
の
全
面

ア
ス
フ
ア
ル
ト
舗
装
で
、
総
延

長
は
、
三
十
四

・
九
キ
ロ
（
内
建

設
省
関
係
分
八
・
四
キ
ロ）
あ
り
 
 

一
次
（
四
九
、
五
〇
両
年
度
）
 

十
六
・

一
ち
と
二
次

（
五
一
、
 

五
二
両
年
度
）
十

・
四
キ
ロ
（
合

計
建
設
省
関
係
を
除
い
た
二
六
 

・

五
キ
ロ）
 
の
大型
農
道
が
整
備

さ
れ
ま
す
。
 

第

一
次
は
、
板
柳
・
五
林
平

部
落
の
西
側
を
起
点
に
、
五
所

川
原
・
中
泉
を
横
断
し
、
直
線

で
北
上
し
国
道

一
〇
一
号
線
に

至
り
ま
す
。
さ
ら
に
市
内
の
県

道
金
山
線
の
金
山
入
ロ
 （
松
野

木
川
東
側
）
を
起
点
に
北
上
し

一
野
坪
小
学
校
西
側
か
ら
沖
飯

詰
小
学
校
西
側
を
通
り
金
木
・

沢
部
が
終
点
と
な
り
ま
す
。
 

第
二
次
は
、
 

金
木
・
沢
部
以

北
の
中
里
・
上

高
根
ま
で
で
す

津
軽
中
央
広

域
農
道
整
備
事

業
促
進
協
議
会

は
「
広
域
農
道

事
業
の
経
費
は

国
と
県
、
市
町

が
、
全
額
負
担

す
る
も
の
で
、
 

地
元
受
益
者
に

直
接
負
担
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
国
へ

の
予
算
要
求
に

あ
た
っ
て
、
地

元
住
民
の
同
意

が
必
要
で
あ
り

部
落
の
代
表
が
 
 

毎
戸
を
訪
間
し
ま
す
の
で
、
事

業
の
必
要
性
を
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
」
と
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
 

生 活 環境 

バトロール本部 

住みよい 
環境づくりに 霜，(5)1414 

日
立
、
起
工
 

か
ね
て
当
市
に
進
出
が
決
ま

っ
て
い
た
株
式
会
社
日
z
入
間
 

（
い
るま
）
電
子
工
業
所
五
所

川
原
工
場
は
、
市
内
漆
川
に
J
 

場
用
地
を
取
得
し
整
備
も
終
わ

っ
て
十
月
十
日
起
工
式
を
お
こ

な
い
、
十
二
月
に
完
成
の
予
定

で
す
。
 

東
芝
、
発
足
 

ま
た
、
さ
る
四
十
五
年
か
ら

市
内
吹
畑
で
操
業
し
て
い
た
株

式
会
社
中
道
ォ
ー
デ
イ
オ
は
、
 

株
式
会
社
津
軽
東
芝
音
響
に
営

業
を
譲
り
、
十
月
一
日
か
ら
高

級
音
響
機
器
製
造
の
専
門
メ

ー
 

カ
ー
と
し
て
発

足
し

て
い
ま

す
。
 

麟鷺麟 

「広域農道」 予定路線の一部水野尾（三ッ谷）～浅井間 
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▽
功
労
者
 

瞬
花
と
緑
と
菊
纏

麹
璽

響
菖
小
鳥
の

ひ
ち
ば
葬
 

こ
の
ご
ろ
、
市
内
の
八
百
屋

の
店
頭
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
六
つ
七
つ
皿
に
盛
ら
れ

て
百
円
で
あ
る
が
、
昔
な
つ
か

し
い
山
の
実
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
買
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

こ
こ
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
ア

ケ
ビ
は
ど
れ
も
「
ミ
ツ
パ
ア
ケ

ビ
」
で
東
北
地
方
特
有
の
も
の

で
あ
る
。
 

本
当
の
ア
ケ
ビ
は
 
「
ゴョ
ウ
 

7
ケ
ビ
」
と
呼
ば
れ
、
東
北
地

方
で
は
多
く
見
ら
れ
ず
、
関
東

地
方
か
ら
南
で
沢
山
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
青
森
県
に
生
え
て

い
る
も
の
は
全
部
と
い
っ
て
も
 

ミ
ツ
バ
 ア
ケ
ビ
 

（
ア
ケ

ビ
科
）
 

い
い
ほ
ど

、、
、ツ
バ
7
ケ
ビ
で
あ

る
。
 

、、、
ツバ
ア
ケ
ビ
は
ゴ
ョ
ウ
ア
 

、
ビ

に
く
ら
べ
実
が
大
き
く
美
 

味
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
蔓
で

カ
ゴ
 な
ど
が
 
つく
ら
れ
て
い

る
。
 ゴ
ョ
ウ
 ア
ケ
ビ
 
の
蔓
で

は
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

ア
ケ
ビ
の
名
は
ロ
を
開
い
て

ア
ク
ビ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
と
、
実
が
開
い
て
の
 
「開
け

実
」
か
ら
来
て
い
る
。
 

▽
市
民

探
草
会
 

来
春
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
．
 

' r 

②
 
昭
和
四
十
八
年
度
の
 
「
市ス

ポ
ー
ッ
賞
」
 の
受
賞
者
に
、
こ

の
ほ
ど
三
人
の
功
労
者
と
二
十

一
人
の
個
人
、
十
の
団
体
が
決

ま
り
、
十
月
十
日

「
体
育
の
日
 

」
に

受
賞
式
が
行

な
わ
れ
ま

し
た
。
 

ベ
ダ
ル
と
 

五
十
年
 

飛
島
直
吉
氏
 

（
七
六）
、
新
町
 

大
正
初
期
か
ら
約
五
十
年
間
、
自
転
車
を
使
用
し
た
「ノ
マ
チ
ュ
ア

競
技
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
一
貫
し
て
実
行
し
、
後
進
の
指
導
に
貢
献

し
、
現
在
七
十
六
歳
の
高
齢
に
か
か
わ
ら
ず
サ
イ
ク
リ
ン
グ
活
動
に

欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

を
普
及
 

秋
元
久

吉
氏
 

（
六
七
）
、
上
平
井
町
 

剣
道

一
筋
 

堀
内

貞
三
氏
 

（
七
五）
、
本
町
 

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
長
年
に
わ
た
 

個
人
（
一
二
人
）
 

▽
相
撲
 
棟
方
修
新
（
下
平

井
町
）
▽
柔
道
 
奈
良
岡
英
雄
 

（
柳
町
）
小
野
京
一
（

一
野
坪
 

）
沢
田
哲
実

（
布
屋
町
）
▽
剣

道
 
成
田
昌
子
（
蓮
沼
）
▽
水

泳
 
今
修
二

（
金
山

）
▽
陸

上
 
成
田
昭
則
（
毘
沙
門
）
斎

藤
五
百
子
（
栄
町
）
野
上
真
由

美
（
新
宮
町
）
三
上
昭
子
（
松

島
町
）
山
口
文
子
（
毘
沙
門
）
 

中
川
喜
文
（
松
野
木
）
一
戸
啓

一
（
藻
川
）
清
野
正
純
（
松
野

木
）
▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
平
山

久
子
（
飯
詰
）
鳴
海
礼
子
（
同
 

）
成
田
枚
子
（
毘
沙
門
）
工
藤

あ
や
子
（
広
田
）
野
呂
文
子
（
 

藻
川
）
乗
田
教
子
（
同
）
▽
ス

キ
ー
 
高
松
栄
吉
（
鎌
谷
町
）
 

（
敬
称
略
）
 

団
体
（
一
〇
）
 

▽
五
所
川
原
第

一
高
校
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
▽
市
銃
剣
道
協
会
 

A
グ
ル
ー
プ
▽
市
銃
剣
道
協
会
 

B
グ
ル
l
プ
▽
南
小
み
な
み
ク

ラ
ブ
 （
野
球）
▽
五
農
高
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
部
▽
五

一
中
パ
レ

ー
 

ボ
ー
ル
部
▽
五

一
中
サ
 ッ
カ

ー
 

部
▽
五
工
高
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ

イ
ン
グ
部
▽
五
所
川
原
ク
ラ
ブ
 

（
パ
ス
ケ
 ッ
ト
ボ
ー
ル
）
 
▽
五

農
高
相
撲
部
 

ー
明
日

を
開
く

ー
一
 

一
 

映
画

の
会
ー
一
 

▽
と
き
 
十
月
二
十
タ
ロ
（
 

土
）
午
後
二
時
ー
四
時
 

湧

所
 
市
民
文
化
会
館
ホ
（
 

ー
ル
 

▽
上
映
映
画
「
ワ
ン
ツ
ー
パ
 

ン
チ
」
 
「
泣
いた
赤
鬼
」
 

▽
入
場
 
無
料
で
す
。
 

家
族
そ
ろ
っ
て
お
気
軽
に
お
 

い
で
く
だ
さ
い
。
 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

濡，⑤4321 

昭
和
二
十
二
年
来
、
野
球
協
会
会
長
と
県
、
市
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
長
を
歴
任
し
、
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
育
て
の
親
で
あ
り

市
は
も
と
よ
り
青
森
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
振
興
に
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
市
体
協
副
会
長
。
 

り
剣
道
の
修
業
に
励
む
と
同
時
に
、
そ
の
間
青
少
年
の
剣
道
育
成
に

献
身
的
に
あ
た
り
ま
し
た
。
五
所
川
原
剣
道
の
草
分
け
的
存
在
で
あ

り
、
そ
の
基
盤
を
な
し
て
現
在
市
剣
道
協
会
の
副
会
長
を
務
め
後
輩

の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
 



植
付
、
補
植
を
急
ご

う
 

永
年

転
作
 

ことし 2 月 24 日行なわれた市の「総合防災訓練」から 

③ 

愛犬には 
狂犬病の予防注射を 

(48年度2回目、後半） 

月日 場 	所 時 	間 

10月 

22日 

（月） 
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23日 

（火） 
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会
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前
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台
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前
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元
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目
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俵
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台
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ャ
 
前
 

梅
ク
ク
中
羽
持
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中
下
集
木
沢

田
く
く
泉
野
子

う
梅
教
所
支
笠

成
沢
円
前
所
原

上
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ソ
会
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小
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商
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10月 

29日 

（月） 

湊団地集会所前 0,00～】 
0.40-
1, 10-' 
1.50-.-
3, 10-
3.40-
4.20- 

0,30 
Il .00 
~ 1,30 
12,10 
13 50 
14,10 
14・馴 

三ッ谷坂本甚作宅前
猫測屯所前 

纏盤蕩 
広田農協前 
七ッ館工藤トコャ前 

ク
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
4
昨
年
十

一
月
頃
か
ら

数
力
月
間
続
い
た
岩
木
山
の
群

発
地
震
は
、
そ
の
後
な
り
を
ひ

そ
め
て
い
ま
し
た
が
、
さ
る
九

月
中
旬
再
び
異
常
な
音
響
を
と
 

、
な
っ
た
微
少
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
 

今
後
い
つ
岩
木
山
地
震
が
発

生
す
る
と
の
予
測
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使
う
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
万
」
 
 

に
備
え
日
頃
か
ら
火
の
始
末
だ

け
は
心
得
て
お
き
ま
し
よ
う
。
 

も
し

ク
グ
ラ
 
ッ4
と
き
た
ら

①
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
は

す
ば
や
く
消
す
。
倒
れ
た
と
き

は
起
こ
し
て
か
ら
消
す
。
 

②
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
倒
れ

て
石
油
が
流
れ
出
て
い
る
と
き

は
ふ
と
ん
や
毛
布

を
か
け
た

り
、
砂
を
か
け
て
火
が
つ
か
な

い
よ
う
に
す
る
。
 

③
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
 ガ
ス

レ
ン
ズ
、
 ガ
ス
コ
 
ン口
、
 ガ
入
 

眼
 

風
呂
な
ど
の
元
栓
を
締
め
る
。
 

④
、
ガ
ス
の
配
管
が
こ
わ
れ

て
ガ
ス
漏
れ
が
し
て
い
な
い
か

を
確
め
、
漏
れ
て
い
る
と
き
は

出
火
や
爆
発
の
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
窓
を
あ
け
て
ガ
ス
が
逃
げ

る
よ
う
に
す
る
。
 

⑤
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
が
漏
れ

て
い
る
と
ま
わ
り
の
火
が
引
火

し
て
爆
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
プ

ロ
パ
ン
容
器
の
バ
ル

ブ
を
締
め
る
。
 

⑥
、
ァ
ィ
ロ
ン
、
ト

ー
ス
タ
 

ー
、
 ス
ト
ー
ブ
、
 コ
ン
口
、
 コ

タ
ツ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
電
気
器

具
の
コ
ー
ド
の
差
し
込
み
を
ぬ

き
、
で
き
れ
ば
配
電
盤
の
ス
イ

ッ
チ
を
切
る
。
 

劇
団
「
雲
」
の
公
演
 

市
民
文
化
会
館
開
館
十
周
年

記
念
の
劇
団
「
雲
」
の

「
メ
ナ

ム
河
の
日
本
人
」
廿
作
・
遠
藤

周
作
、
演
出
・
芥
川
比
呂
志

廿

の
公
演
は
、
十

一
月
十
六
日
（
 

金
）
午
後
六
時
か
ら
市
民
文
化

会
館
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
 

ア
ユ
タ
ャ
王
朝
と
、
千
人
の

日
本
人
の
命
運
を
握
る

一
人
の

男
ー
山
田
長
政
。
遠
藤
、
芥
川

の
コ
ン
ビ
が
放
つ
秋
の
話
題
作

で
す
。
入
場
料
は
、
s
席
千
三

百
円
、
A
席
千
円
、
B
席
五
百

円
。
 前
売
券

は
市
民
文
化
会

館
、
鶴
常
書
店
で
扱
っ
て
い
ま

す
。
 

米
の
生
産
調
整
に
よ
り
、
今

年
度
の
稲
作
か
ら
永
年
性
植
物

に
転
作
し
た
調
整
田
に
は
、
十

一
月
三
十
日
ま
で
に
苗
木
を
植

え
付
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
市
で
は
十

一
月

二
十
日
頃
ま
で
に
永
年
転
作
調

整
田
の
苗
木
の
植
え
付
け
状
況

に
つ
い
て
現
地
確
認
を
行
な
う

予
定
で
す
の
で
、
苗
木
の
植
え

付
け
と
補
植
を
完
予
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
今
年
度
か
ら
永
年
転
作
を

実
施
し
た
調
整
田
は
、
十

一
月

二
十
日
ま
で
基
準
本
数
の
苗
木

を
植
え
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
実

施
し
て
い
る
永
年
転
作
の
調
整
 
 

田
は
、
枯
死
し
た
苗
木
の
補
植

を
必
ず
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
植
え
付
け
苗
木
が
活
着
し

成
長
す
る
ょ
う
雑
草
の
刈
り
取

り
、
排
水
路
の
取
り
付
け
な
ど

の
手
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
現
地
確
認
の
日
程
は
、
お

っ
て
連
絡
し
ま
す
。
 

▽
現
地
確
認
で
基
準
本
数
の

と
お
り
植
え
付
け
さ
れ
て
い
な

い
永
年
転
作
の
調
整
田
は
、
奨

励
補
助
金
の
返
還
が
行
な
わ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。
 

▽
米
生
産
調
整
に
つ
い
て
こ

と
し
は
、
国
（
農
林
省
、
大
蔵

省
合
同
）
 
の
調査
、
・
ン方
、
に
特

別
転
作
調
整
田
の
現
地
調
査
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▽
市
農
林
課
で
は
、
ク
ル
ミ
．
 

の
苗
木
を
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
の

で
十
月
二
十
日

ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

ク
ル

こ
》
 

第 9 回寺田杯西北五中高 

柔道大会 

▽ 10月 28 日（日）午前 9 時 

▽五農高体育館 



銀
・
静響
議

麟
 

麟
競
一
 

者
。
農
業
所
得
が
、
総
所
得
の

過
半
数
を
占
め
る
こ
と
 

▽
貸
付
限
度
額
廿
個
人
五
十

万
円
、
団
体
二
百
五
十
万
円

▽
償
還
期
間
廿
二
十
年
以
内
 

（
内据
置
三
年
以
内
）
 

▽
利
率
廿
五
督
 

▽
災
害
証
明
廿
市
長
の
災
害

証
明
書
を
必
要
と
し
ま
す
。
 

※
特
別
資
金
（
利
子
補
給
分
）
 

▽
貸
付
対
象
者

廿
経
営
面
積

五
十
ァ
ー
ル
以
上
。
り
ん
ご
が

経
営
面
積
全
体
の
 
「
班落
」
り
 

出
稼
者
へ
還
付
 

出
か
せ
ぎ
者
が
、
出
稼
労
働

者
手
帳
の
交
付
や
記
載
事
項
の

書
替
え
な
ど
で
徴
収
さ
れ
た
手

数
料
は
、
交
付
金
と
し
て
還
付

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

▽
交
付
金
の
還
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
出
か
せ
ぎ
前

に
出
稼
労
働
者
手
帳
と
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
市
出
稼
対
策
室

に
就
労
先
を
届
出
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

▽
交
付
額
 
五
十
円
。
 

▽
期
間
 
四
月
一
日
か
ら
明

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
 

な
お
、
不
明
の
点
は
市
商
工

観
光
課
内
、
出
稼
対
策
室
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

一J
 

老
人
医

療
費
の
支

給
制
度

が
、
七
十
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
こ
と
し

一
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
と
し
十
月
一
日

か
ら
六
十
五
歳
以
上
（
明
治
三
‘
I
 

六
年
十

一
月
ー
明
治
四

一
年
十

月
生
ま
れ
で
、
国
民
年
金
法

一
 

、
二
級
に
該
当
す
る
程
度
の
廃

疾
の
状
態
に
あ
る
老
人
）
 
の
ね

た
き
り
老
人
な
ど
に
つ
い
て
も
 

「
老
人
医
療
費
」
の
支
給
を
実

施
し
ま
す
。
 

▽
受
付
 
十
月
一
日
以
降
 

▽
受
付
場
所
 
市
健
康
年
金

課
 ▽

持
参
す
る
も
の
 
年
金
証

書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
厚
生
年
金
（
当
該

事
実
を
証

す
る
書
類

）
、
印

鑑
、
健
康
保
険
証
 

r
 

り
ん
ご
の
 
「
班点

落
葉
病
」
 
の
異
常な
 

発
生
で
、
被
害
農
家
の
経
営
の

再
建
費
と
農
家
経
済
の
維
持
に

必
要
な
収
入
減
の
補
て
ん
費
用

を
貸
付
し
ま
す
。
 

※
自
作
農
維
持
資
金
（
災
害

資
金
）
 

▽
貸
付
対
象
廿
経
営
面
積
が

五
十
ァ
ー
ル
以
上
。
平
年
農
業

所
得
の
 
三〇
督
以
上
 
の減
収
 

家
庭
 
、
 

の
日
 
ー

ノ
 

市
青
少
年
問
題
協
議
会
が
募

集
し
、
審
査
の
結
果
次
の
入
選

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

▽
作
文
の
部

（
応募
総
数
五
一
 

)
 

 一
位
高
橋
富
士
子

（
五
小
六
年
 

）
 
「ネ
ク
タ
イ
」
、
二
位
川
浪

公
子

（
三
好中
二
年
）
 
「私
の

家
族
」
、
三
位
佐
藤
幸
雄
（
「
1
 

好
中
三
年

）
 
「
家
族の
話
し

合
い
」
、
四
位
竹
浴
秀
次

（
一1
1
 

好
中
三
年
）
 
「一
家
だ
ん
ら
ん
 

」
、
五
位

一
戸
誠

（
三
好
中
「
1
 

年
）
 
「家
庭
の
日
」
、
努
力
賞
 

、
 

病
率
四

一
督
以
上
。
農
業
所
得

が
、
総
所
得
の
過
半
数
 

▽
貸
付
限
度
額
廿
個
人
五
十

万
円
、
団
体
五
十
万
円
に
構
成

員
数
を
乗
じ
て
得
た
額
以
内

▽
償
還
の
期
間
と
方
法
井
四

年
以
内
（
内
据
置
二
年
以
内
を

含
む
）
 
の
元利
均
等
払
い
 

▽
利
率
廿
年
五
督
以
内
 

▽
災
害
証
明
書
が
必
要
で
す

▽
貸
付
実
行
期
間
廿
四
十
八

年
十
月
二
十
二
日
か
ら
四
十
九

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
 

▽
申
込
期
間
廿
十
月
二
十
一
一

日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で

▽
申
込
み
先
廿
市
農
業
委
員

会
か
市
農
林
課
へ
 

市
税
の
納
期
は
 

十
月
三
十

一
H
納
期
限
の
市

税
は
 

市
県
民
税
の
三
期
分
で
す

納
税
は
 
納
期
内
に
 

県
税
は
 

自
動
車
税
第
ニ
期
分
の
納
期

限
は
 
十
月
三
十

一
日
（
水
）
 

納
税
貯
蓄
組
合
員
は
、
組
合

を
通
じ
て
納
め
ま
し
よ
う
 

（
五
所川
原
県
税
事
務
所
）
 

選
 
作
 
品
 

佐
々
木
直
亮

（
中
央
小
二
年
）
 

「旅
行
記
」
 

▽
絵
の
部

（応
募
総
数
五
八
）
 

一
位
 
山
中
ま
さ
ひ
ろ

（
中

央
小
二
年
）
 
「
記
念
写真
」
 

二
位
 
田
中
じ
ゆ
ん
こ
 
（
毘

沙
門
小

一
年
）
 
「キ
ヤ
ン
プ
」
 

三
位
 

一
戸
た
か
お

（
中
央

小
二
年
）
 
「
家
庭
の
日」
、
四

位
 
上
田
ち
く
こ
 
（
中
央小
一
一

年
）
 
「
はね
つ
き
」
、
五
位

石
黒
げ
ん
 
（
中央
小
二
年
）
 
「
 

家
族
」
 

c
 

④
 

おしらせ 

「あなたとあなたの世界に赤十字」を合言葉に 4月 1 日から4 

8年度の「赤十字社員増強運動」を強力に推進してきましたが、 

みなさんのご協力により市全体で2, 4 1 3, 780円（達成率 

128・8督）の実績をあげ目標を突破することができました。 

このためさる 9月 17日市民文化会館で同運動の終了報告会と

あわせて48年度の「共同募金」 目標設定会議を開きましたが、 

席上赤十字関係の協力者として次の各氏が日赤県支部長から感謝

状が贈られました。斎藤長三郎（下平井町）、小笠原謙吉（前田

野目）、小坂源逸（石田坂）、竹谷徳雄（梅田）、菊地良市（稲

実）、伊藤馨（桃崎）、長尾茂美（鶴ケ岡）、浜館馨（飯詰）、 

館山忠太郎（中泊）、木村清八（長富） 	【敬称略】 

ノ なお,10月 1 日から共同募金運動が始まり、募金協力員の方 

が毎戸を訪問しますのでよろしくご協力をお願いします。 
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